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学会消息
会員の動静
越後和典教授 経済学博士の学位授与 (42.3.15)学位論文は「反独占政策
論ーアメリカの反トラスト政策ー」
田中 充専任講師 助教授に昇任 (42.4.1)
橋本昭一助手 新任 (42.4.1)
安喜博彦助手 新任 (42.4.1)
佐藤 博助教授 本学在外学術研究員として英国ロンドン大学において「取引
税」および「経済発展と租税政策」研究のため渡英(42.5.3)
鶴嶋雪嶺助教授 本学在外研究員として英国ロンドン大学における研究を終え
て帰国 (42.5.13) 
東井正美教授 経済学博士の学位授与 (42.5.17)学位論文は「日本の農業
政策」
市原亮平教授 米・英・アジアの人口研究機関とソビエト科学アカデミーの
招待による人口事情の視察・研究・講演を終えて帰国 (42.
5.18) 
松原藤由教授 経済学部長に就任 (42.9.18)
神保一郎助教授 米国・南カリフオルニャ大学大学院博士課程学生・研究助手と
して数理経済学・計量経済学の研究を終えて帰国 (42.9.28)
杉原四郎教授 教学部長に就任 (42.1. 1) 
田中 充助教授 大阪アジア中小企業開発センター調査員として「韓国中小企
業の実態調査」のため訪韓 (43.2.12~2.23)
定例研究会
昭和42年5月22日
「AMarxian Cyclical Growth Model 
ーマルクスから学ぶもの一」
昭和42年6月14日
「技術進歩と経済成長
Vanekの不均衡動学分析について」
昭和42年11月20日
「G.Berkeleyについて」
昭和42年12月13日
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「『ドイツ・イデオロギー」の一断面ー経済学
批判の前提としての「哲学意識」の批判ー」
保坂直達専任講師
矢野恵二専任講師
戒田郁夫助教授
重田晃一助教授
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昭和43年1月22日
「最適関税論について」 山本繁綽助教授
夏期研究会（於第一生命ビル内好文クラプ）
昭和42年8月28日
「G.アイザァマン.Wirtschaft und 
Gesellschaft "(1964)について」
「統計的因果研究と相関」
「関税同盟の理論」
「マーケッテイング・セオリー形成への経済学
的アプローチの一試論ーE.T.グレザー理論の
研究よりー」
「TheOrigin of Industrial Dualism 
一英米における日本経済研究の紹介ー」
橋本昭一助手
岩井 浩助手
小田正雄助手
市川浩平助手
安喜博彦助手
公開講演会（他学会との共催をふくむ）
昭和42年5月17日
「コモン・ビー プ）レ (CommonPeople)について
ー技術革新と労働者階級ー」
本学教授矢口孝次郎氏
昭和42年6月13日
「PostwarTrends in the American Economy」
昭和42年6月20日
コロンビア大学名誉教授
B. H. Beckhart氏
通訳本学助教授上田昭三氏
「現代中国状勢ースライドによる一」
大阪府立大学助教授永島 清氏
昭和42年6月22日
「アメリカの大学に学ぶ」 本学教授 清水宗一氏
昭和42年6月21日（天六学舎）
「経済学以前のもの」 本学教授 鯰江城夫氏
昭和42年9月27日（天六学舎）
「イギリスより帰りて」 本学助教授 鶴嶋雪嶺氏
昭和42年10月16日
「物価水準と所得政策J 名古屋大学教授 塩野谷九十九氏
「ケインズ経済学の周辺」 成城大学学長 高垣寅次郎氏
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昭和42年11月16日
「欧米を歩いて感じたこと」
工場見学
昭和42年12月14日 ． 
本学教授高尾忠男氏
島津製作所三条工場（参加学生会員約60名）
学生懸賞論文募集結果
特等 該当者なし
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1等 「企業規模別格差についての一考察ー大企業と中小企業とを関連せしめて一」
経一部4年次河野明夫（田中ゼミ）
2等 「低開発国の諸間題と経済発展理論」
経一部3年次早川貞男（山本ゼミ）
3等 「日本経済における新局而ー資本自由化を迎えて一」
（代表）経一部4年次北村拭彦（高本ゼミ）
「わが国の中小企業：こ関する一考察一組織化・協業化に視点をおいて一」
経一部4年次為永邦男（鯰江ゼミ）
「中小企業の将来に関する若干の理論的アプローチーその存続• 発展ー」
経一部3年次留岡捷男（田中ゼミ）
佳作 「国家独占資本主義諸論への一考察」
〇著魯
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（代表）経一部3年次村上和久（松原ゼミ）
「中国共産党の大陸制覇過程と経済建設について」
経一部3年次山田憲二
「J.B. セーについての一考察」
経一部2年次木下和明
会員の研究活動（本学会関係のものを除く）
杉原 四郎 『ミルとマルクス』（増訂版）
（ミネルヴァ苦房， 42年5月， 311ペー ジ）
『マルクス経済学への道』
（未来社， 42年5月， 315ペー ジ）
高木秀玄 『統計学総論』上巻
（ミネルヴァ書房， 42年6月， 262ペー ジ）
『統計学総論』下巻
（ミネルヴァ害房， 42年9月， 176ペー ジ）
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〇翻訳
『統計学総論』合冊版
（ミネルヴァ書房， 42年9月， 438ペー ジ）
高本 昇 『価格と市場の理論』
（東洋経済新報社， 42年12月， 370ペー ジ）
松原藤由 （経済演習）『工業経済学』（全訂版）
（学文社， 43年1月， 239ペー ジ）
矢口孝次郎 『産業革命研究序説』
（ミネルヴァ書房， 42年4月， 235ペー ジ）
木村雄二郎 （共著） 『教養経済学（第一分冊）』
（ミネルヴァ書房， 42年9月， 76ペー ジ）
重田晃一（共著）
「教養経済学（第一分冊）』
（ミネルヴァ書房， 42年9月， 76ペー ジ）
荒井政治（共訳）， W.H.B.コート著 『イギリス近代経済史』（第3版）
（ミネルヴァ書房， 42年10月， 433ペー ジ）
高木秀玄訳， R.G.D. アレン著 『経済研究者のための数学解析』下巻（第三!/,!]
・改訳版）
（有斐閣， 42年4月， 413ペー ジ）
貞木展生（共訳）， R.H.ハープマン， K.A. ノップ共著，
『価格の理論ー市場組織の分析j
（株式会社トッパン， 43年1月， 242ペー ジ）
保坂直達（共訳）， R.H.ハーブマン， K.A. ノップ共著，
『価格の理論ー市場組織の分析』
（株式会社トッパン， 43年1月， 242ペー ジ）
西岡孝男訳， A.フランダース著，
『労使関係論ー理論と現代イギリス労使関係の分析ー』
（未来社， 42年8月， 140ペー ジ）
〇論文その他
越後和典 「産業再編成論を批判する」
（『エコノミスト』春季別冊42年4月）
「競争」（『経済セミナー』 42年6月）
「産業再編成と労組の姿勢」
（『月刊労働問題』 42年9月）
「寡占的大企業と技術の研究開発」
（熊谷尚夫編『市場構造と経済効率』所収，有斐閣， 43年 1月）
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「工業に関する国家の政策」 ． 
（伊藤・小林・加藤編『工業経済論J所収，有斐閣， 43年2月）
（書評）「安部一成・小林好宏著 『現代罪占経済論』」
（『週刊東洋経済」 3月9日号）
杉原四郎 「労働疎外論と『資本論l」
（『思想』第515号， 42年5月）
（解説・共同執筆）「J.s. ミル『経済学原理j」
（『経済セミナー』 6月号附録， 42年6月）
「マルクス主義」他15項目
（大河内一男編『教養経済学辞典」，青林書院新社，1967年6月）
（書評）「ヴィゴッキー『資本論の生誕』」
（『新世界ノー ト」 9月号， 42年9月）
「1866年 1月ー1867年9月」
（経済学史学会編「資本論の成立」所収，岩波沓店， 42年11月）
高本 昇 「西宮経済の発展過程とその特質」
（「昭和34-40年西宮市民所得推計結果報告」， 42年4月）
重田 晃一 「労働疎外論と唯物史観」
（経済学史学会編「「資本論」の成立j所収，岩波書店， 42年
11月， 27ペー ジ）
松岡 保 「ナロードニキ主義」 （江口朴郎編『ロシア革命の研究」所収，
小杉 毅
保坂直達
岩井 浩
橋本昭一
奥田幸助
中央公論社， 43年3月予定）
「サウス・ウェールズの産業構造と地域開発」
（経済地理学会「経済地理学年報」第13巻第2号， 42年9月）
（解説・共同執筆）「J.s. ミル『経済学原理』」
（『経済セミナー 」 42年6月号）
（講座）「相関論」（経済統計研究会『統計学』第18号，43年2月）
「広告と競争」（『千里山経済学』第 1巻第 1号， 42年12月）
「科学的管理法とグッドウイルについてーコモンズの所論を中心
として一」
（『関西大学社会学論集」第 1巻第1号， 1967年4月）
「コモンズの労使関係論」
（海道・三戸編「アメリカ労務学説研究J所収， 43年 1月）
「ドラッカーの工場共同体論について」
（『関西大学社会学論集」第 1巻第4号， 43年2月）
嶺 学 「企業間賃金構造」（舟橋尚道編「日本の賃金」所収，
日本評論社， 42年8月）
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「労働組合の組織と機能の諸類型ー後進国型」
（『現代労働問題講座4,労使関係』所収，有斐閣， 42年5月）
学会報告および講演
市原 既平 「ソビエト民主主義論（ソビエト思想の旅）」
（農業理論研究会，大阪市大， 42年12月24日）
越後和典 「持株会社構想について」
（関西経済研究センクー講演会，同研究会々場，42年3月28日）
〔講演内容は関西経済研究センター資料67-2として収録〕
「資本自由化と産業再編成」
（関西学院大学産研春期講座，関西学院大学， 42年6月20日）
杉原四郎 「初期マルクスの経済思想」
（同志社大学学術研究団，同志社大学， 42年5月16日）
「後期マルクス研究の現状と問題点」
（経済学史学会関西部会，桃山学院大学， 42年5月27日）
津川 正幸 「明治初年の堂島米市場」
（大阪歴史学会，関西大学史学会，関西大学会館， 42年4月22
日）
「幕末・維新の堂島米会所」
（経済・政治研究所研究会， 関西大学大学院ホール， 42年4月
25日）
「堂島米商会所創立をめぐる紛争」
（経済政治研究所綜合研究会，関西大学彦根荘， 42年6月10日）
矢口孝次郎 「産業革命論の変遷」
（経済政治研究所綜合研究会，関西大学彦根荘， 42年6月10日）
戒田 郁夫 「経済思想家としての GeorgeBerkeleyー 所謂「バークリー論
争」をめぐって一」
（経済学史学会関西部会，関西大学， 43年 1月27日）
木村雄二郎 「日本の経済成長計画にみる中小企業観」
（経済政治研究所，産業セミナー，好文クラプ， 43年3月8日）
田中 充 「インドにおける代表的小工業の現勢一その発展と地理的分布状
況ー 」
（日本経済政策学会関西部会工業分科会，関西大学， 42年12月
2 1:1) 
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